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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 27日 (2007.8.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に よ り 説 明 す る と 、 １ は 車 両 用 シ ー ト 、 ２ は 車 両 用 シ ー ト １ の 背
凭 シ ー ト で あ り 、 該 背 凭 シ ー ト ２ は 背 凭 フ レ ー ム ３ に ク ッ シ ョ ン 材 ４ を 取 付 け 、 ク ッ シ ョ
ン 材 ４ の 外 周 を 表 皮 部 材 ５ に よ り 包 囲 し て 構 成 し て い る 。
　 背 凭 シ ー ト ２ の 上 部 に は ヘ ッ ド レ ス ト ６ を 設 け る 。 ヘ ッ ド レ ス ト ６ の 構 成 は 任 意 で あ り
、 少 な く と も 着 座 者 Ｔ の 頭 部 Ｈ を 支 持 す る 頭 部 支 持 部 ７ と 、 前 記 背 凭 シ ー ト ２ に 装 着 す る
た め ピ ラ ー ８ と を 設 け て 構 成 し て い る 。
　 ヘ ッ ド レ ス ト ６ の ピ ラ ー ８ は 左 右 方 向 の ヘ ッ ド レ ス ト 取 付 杆 １ ０ に 設 け た ピ ラ ー 支 持 部
材 １ １ に 高 さ 調 節 自 在 に 取 付 け る 。 ピ ラ ー ８ と ピ ラ ー 支 持 部 材 １ １ の 構 成 は 公 知 で あ り 、
図 示 は 省 略 す る が 、 ピ ラ ー 支 持 部 材 １ １ に 設 け た 係 合 部 材 を 所 望 高 さ に 位 置 さ せ た ピ ラ ー
８ に 形 成 し た 係 合 凹 部 に 選 択 的 に 係 合 さ せ て 保 持 す れ ば よ い 。
　 前 記 ヘ ッ ド レ ス ト 取 付 杆 １ ０ の 左 右 両 側 は 、 前 記 ヘ ッ ド レ ス ト ６ を 前 後 に 移 動 さ せ る 上
側 リ ン ク 杆 １ ５ の 上 部 に 固 定 す る 。 上 側 リ ン ク 杆 １ ５ の 上 下 中 間 部 は 回 動 軸 １ ６ に よ り 背
凭 フ レ ー ム ３ の 側 部 フ レ ー ム １ ７ に 回 動 自 在 に 取 付 け る 。 上 側 リ ン ク 杆 １ ５ の 下 部 に は 、
伝 動 部 材 （ ロ ッ ド ） ２ ０ の 上 部 を 軸 ２ １ に よ り 取 付 け る 。
　
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し か し て 、 板 状 支 持 材 ３ ０ の プ レ ー ト 体 ３ １ の 後 方 に は 、 プ レ ー ト 体 ３ １ の 前 後 位 置 を
調 節 し う る 前 後 調 節 機 構 ５ ０ を 設 け て い る か ら 、 前 後 調 節 機 構 ５ ０ に よ り 着 座 者 Ｔ の 体 格
に 合 わ せ て プ レ ー ト 体 ３ １ の 前 後 位 置 を 調 節 す る 。
　 前 後 調 節 機 構 ５ ０ は 、 弾 性 を 有 す る 合 成 樹 脂 に よ り 横 長 板 状 の 押 出 体 ５ １ を 、 後 突 感 知
体 ２ ５ の 前 面 に 取 付 け て 構 成 し 、 押 出 体 ５ １ は 、 そ の 中 央 部 分 の 中 間 取 付 板 部 ５ ２ の 左 右
両 側 に 、 側 方 に 至 る に 従 い 前 側 に 位 置 す る 押 出 当 接 部 ５ ５ を 形 成 し 、 該 押 出 当 接 部 ５ ５ の

１ ８ 、 １ ９ は バ ネ で あ る 。



先 端 を プ レ ー ト 体 ３ １ の 後 面 に 当 接 さ せ 、 左 右 の 押 出 当 接 部 ５ ５ の 内 の 何 れ か 一 方 に は ワ
イ ヤ ー ケ ー ブ ル ５ ６ の イ ン ナ ー ケ ー ブ ル ５ ７ の ケ ー ブ ル 先 端 ５ ７ Ａ を 係 止 し 、 左 右 の 押 出
当 接 部 ５ ５ の 内 の 何 れ か 他 方 に は ワ イ ヤ ー ケ ー ブ ル ５ ６ の ア ウ タ ー チ ュ ー ブ ５ ８ の チ ュ ー
ブ 先 端 ５ ８ ａ を 係 止 し て い る か ら 、 ワ イ ヤ ー ケ ー ブ ル ５ ６ の イ ン ナ ー ケ ー ブ ル ５ ７ を 牽 引
す る と 、 ケ ー ブ ル 先 端 ５ ７ Ａ と チ ュ ー ブ 先 端 ５ ８ ａ の 間 の 距 離 が 狭 く な り 、 左 右 の 押 出 当
接 部 ５ ５ の 先 端 位 置 は 元 の 位 置 よ り 前 方 移 動 し 、 押 出 当 接 部 ５ ５ は プ レ ー ト 体 ３ １ を 前 側
に 移 動 さ せ る 。
　 即 ち 、 後 突 に よ る 慣 性 が 生 じ て い な い と き の 後 突 感 知 体 ２ ５ は バ ネ に よ り 常 時 前 方
に 位 置 す る よ う に 付 勢 さ れ て い る か ら 、 後 突 感 知 体 ２ ５ は 背 凭 フ レ ー ム ３ と 同 様 に 押 出 体
５ １ に 対 し て 固 定 部 と な り 、 前 後 調 節 機 構 ５ ０ の 押 出 体 ５ １ の 押 出 当 接 部 ５ ５ は 後 突 感 知
体 ２ ５ に 対 し て 前 方 移 動 し て プ レ ー ト 体 ３ １ を 前 方 移 動 さ せ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ３ 】
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